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Some formulations are proposed in order to formulate the rotational resistance of traditional wooden joints, which is 
significant for the evaluation of the restoring force characteristics of traditional timber buildings. The keypoint is the 
reacton distribution of the outside area of the loading block. Another keypoint is where to determine the loading point of 
reactions of the outside area. Some researchers set the loading point of reactions at the edge of loading block for the 
reaction of the outside area. The authors discuss the proposed models and the distributions of embedment reactions of 
rotational embedment and suggest some problems.   
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1. はじめに 

 

伝統木造建築物の耐震性能評価のためには、通し貫仕口や差し鴨居仕口の復元力特性の評価が重要な検討

事項となる。その復元力特性の基本となる通し貫仕口には回転中心を軸とする三角形状のめり込みが発生す

る。その三角形回転めり込みの場合、載荷ブロックの直下の反力分布は、三角形状のめり込み反力分布とな

り、解析上問題となることはない。しかし、直接めり込みを受けない載荷ブロックの外側（縁端部、余長部

ということがある）のめり込み分布や反力の重心の扱いが研究者の間で異なった考えが見られる。特に、縁

端部の分布反力の合力を反力の重心ではなくて、載荷ブロックのエッジに負荷させている提案が見られる。 

それらの提案では、力学的に整合性がないだけでなく、めり込み抵抗モーメントの算定において、過小評価

の可能性があるが、その理論的根拠や合理的な説明は見当たらない。本考察では、提案されている主要な３

つの力学モデルについて、めり込み分布や反力の負荷点の扱いについて考察を行い、著者の見解を述べる。 

 

２. 回転めり込みの力学モデル 

  
（１） 通し貫仕口の回転めり込みの概要と問題点 

a) 回転めり込みの概要 

 通し貫仕口の回転めり込みの変形の概要を図 1 に示す。この図では見付幅 2L の柱に奥行 B、高さ H の貫

が柱のほぞ穴を貫通して隙間なく嵌合しているとする。柱の回転力 MC により柱がθだけ回転すると、貫に

比べ柱の圧縮剛性が十分大きいことから、貫に三角形状のめり込み変形がおこる。その際、柱は P 点を中心

に回転するため、柱と貫の接触長さ Lθは幾何学的関係から dL＝0.5Htan(θ/2)  だけ増加し、回転めり込み抵 
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